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街中の貴重な緑で今起こっていること。 

千葉市若葉区 高田造園設計事務所 大平 渓子
街中の貴重な緑で今起こっていること。日比谷公

園や神宮外苑の木々の大量伐採、公園の再開発とい

った問題が全国で紛糾しております。街中の森林や

わずかに残った木々も、昔から変わらず残った段丘

崖などの環境上大切な地形も今や風前の灯の如く、

一部の人たちによって開発計画が水面下で進む、そ

んな動きが驚くほどに加速し、「もういい加減にし

てほしい」そんな市民の声がますます大きくなって

おります。 

千葉市においても、開発の蹄は今、これまで市民

と行政と地主さんの協力で守ってきた地域の最後

の森というべき市民緑地にまで及んでいます。中央

区の「川戸の森」も、近隣住民のほとんどが知らぬ

間に住宅会社の手に渡り、5 月いっぱいで立ち入り

できなくなってしまいました。この森は小中学校、

保育編、養護施設にも隣接し、子供たちは普通に森

で遊び、近隣の人たちは毎日のように木陰の道を行

き交う、そんな故郷そのものの大切な森。 

こうした場所は相続のタイミングを狙って開発者

に狙われます。どんなに地主さんが思いある方でも、

土地を持っているだけで罰金のように多額の相続

税が発生し、街の森や昔からの屋敷を守り繋ぐこと

ができないという税制もまた、考え直す必要があり

ます。今何もしなければ、街中の森ものどかな時代

の名残を伝える畑も、今後遠くないうちにほとんど

全てが消えてゆくことでしょう。 

それまで森で遊んでいた子供たちの目の前で、

木々がきられ、森が裸になり、たくさんの生き物た

ちが宿っていた木々はゴミのように積み上げられ

て片付けられる、もう、そんな光景は見せたくあり

ません。人口減少の時代にあって、開発はいまだに

法やプライバシーを盾に一部の利益のために、市民

に知らされず、姑息に進む。今こそ、市民も行政も

開発者も変わらねばなりません。 

地域をつなぐ開発のあり方を求めて、三者が一定

の緊張感を持って尚且つ協力して、今ある環境や地

域を尊重した開発のあり方を作り出さねばなりま

せん。そのために、市民の想いと力が必要不可欠で、

皆さんで森を守りたいという意志を持ってほしい、

少なくとも、理解して欲しいです。 

川戸の森を見守る会、千葉市民を中心とした有志

によって発足しました。今後、地域を思って活動す

る方々と共に、大切な故郷、昔からの地域らしさ、

わずかに残った大切なものを未来に繋いでいける

よう、取り組んでまいります。 

 

 

 

特定非営利活動法人 

森の環境を次世代につなぐ集い。川戸の森を見守る会が開

催、参加者 93 名と森のこれからを語り合う(2023 年 5 月 29 日）

川戸の森。木陰の道を市民が自由に行き交う 

キノコ観察会のお知らせ： ７月２日の「第 282 回 下大和田観察会とごみ拾い」(主催：ちば環境情報

センター)は、千葉県立中央博物館の吹春俊光さんを講師に「フィールドワークキノコをもっと知ろう

－キノコの観察と分類－夏」を実施します。キノコに興味のある方はぜひご参加ください。詳細は、  

同封の谷津田だより「イベントのお知らせ」をご覧下さい。 

写真等無断転載禁止 



千葉市緑区下大和田町開発計画に係る 

環境影響評価方法書に関する説明会のご報告 

ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター代表 小西 由希子 

５月 27 日（土）、28 日（日）９:30～11:30、誉田

公民館第一会議室にて「下大和田町開発計画に係る

環境影響評価方法書に関する説明会」が行われまし

た。 

事業者側からは、事業主体の美樹観光株式会社、

国際航業（環境影響調査）、都市計画センター（開

発計画や設計）が出席し、参加者は、27 日（土）23

名、28 日(日)36 名でした。 

事業者による方法書の説明の後質疑。説明会の概

要を千葉市に報告するため撮影・録音をするので了

承下さいとのこと。 

会場には、地元の方、市内や近隣市在住の方、学

生はじめ 20 才の若者、保全活動をしている小学生

とその保護者、研究者、新聞記者、市議会議員、市

職員、保全活動している者、そして元千葉県知事 

堂本暁子さんなど多様な方々の参加がありました。 

参加者からの主な意見や指摘された課題は以下のとおりです。 

・  美樹観光浅川会長さんが、保全活動に深い理

解をくださり、20 年以上無償で土地を貸してく

ださったこと。そのおかげで保全活動によって

多様な生きものが生息することができ、「環境

省 生物多様性保全上重要な里地里山」に選定

されたこと、多くの子どもたちが豊かな自然の

中で育っていったことへの感謝が網代さんから

述べられた。 

・  開発区域内に残る住居への生活環境への影響

が甚大。開発により地域コミュニティーが分断

されることへの懸念 

・  行政が許可を出したから影響が全くないとい

うわけではない。その事業が妥当かどうか地域

住民なり影響を受ける人が判断して、行政にこ

うですよと意見があれば出し、行政が判断する

もの。我々が判断するための材料を出してもら

わなければイエスとは言えない。 

・  事業者の財務諸表が公開されておらず、事業

遂行能力についても懸念があること（事業者に

とって産業用地開発は初めての取り組み） 

・  供用時には 4000 台/日の交通量を想定してい

ることが明らかになった。しかし事業区域から

中野インターへのアクセス道路は示されていな

い。現状では道路予定地の一部しか買収できて

おらず、農業振興地域のため道路を作るのは難

しいと考えられる。方法書では、工事車両も供

用時も、県道 131 号土気停車場千葉中線と下大

和田 17 号線を走行することとなっている。特に

17 号線はすれ違いすら難しい住民の生活道路で

あるのに、交通が環境影響評価項目として取り

上げられていないこと。 

・  説明会開催の広報が、市や事業者のホームペ

ージのみで、影響を受ける近隣市住民への情報

発信、近隣地域への説明不足が指摘された。 

・  20 代の若者から、雇用と言われるが、今の若

者は車を持っておらず交通不便なところにはい

かない。企業を誘致できなかったり雇用が生ま

れなかった場合、まるきり変わってしまった環

境のゆくえや責任はどう考えるか。何百年も続

いてきた自然環境が今の世代で打ち切られてし

まう。この先生きていく下の世代を考えて開発

計画をお願

いします。

自然を学ぶ

機会を無く

さないため

にも配慮し

て欲しいと

の意見には

拍手が起こ

った。 

・  選定項目

や 調 査 地

点・調査範

囲について（地下水・湧き水、現況地形などが

環境影響評価項目で選定されていないこと、水

生生物の調査地点を貴重種がいないところを選

んで選定している事、哺乳類にとって調査範囲

が狭いことなど）の指摘があった。 

・  景観については、谷津田があり里山が重要な

景観資源であるにもかかわらず、調査地点がす

説明会には２日間で、延べ 59 名の市民が参加した（5 月 27 日）

質問する堂本暁子 元千葉県知事(28 日)



べて開発エリアの外で、里山景観の調査、予測

及び評価ができないようになっていること。 

・  「環境省 生物多様性保全上重要な里地里山」

「関東・水と緑のネットワーク拠点百選」選定

地であることがきちんと明記されていないこと。 

・  貴重な動植物が生息し、湧水（鹿島川を流下

して印旛沼に注ぎ、私たちの飲料水源になって

いる）が豊富な地域であるが、開発エリアが広

大なため、自然環境への影響が大きく開発した

らもとには戻せないとの指摘が多く出された。 

・  子どもから「なんでいっぱい生きものがいる

のにここでやるの。学校でも環境を守らないと

という話を聞いているのに、どうして」と聞か

れて答えられなかった。「僕は嫌だよ」と小学生

の子どもが心配している。環境影響評価項目に

「人と自然との触れ合いの活動の場」がある。

どういう形で配慮を実現していくのか具体的に

知りたい。 

・  千葉県では全国に先駆けて「生物多様性ちば

県戦略」を策定した。開発するなら生きものと

暮らせるような開発をぜひ。ちば県戦略に誇れ

るような場所にして欲しい。そういう開発がで

きたら谷津田を流れる川を「浅川」、森を「美樹

の森」と名付けてもいいと思っている。 

・  誘致する事業者の業種やその割合が未定であ

ること。製造業では、業種によっては排水問題

等への懸念があり、その責任をどう考えている

かの指摘 

・  千葉中地区で農家さんと協力して「谷津田米

プロジェクト」としてブランド化していこうと

取り組んでいる。田んぼに道路を造るのは離農

の促進につながるのではないか。百億単位の資

金をどこが融通するのか、環境配慮を重視する

このご時勢で、計画自体が時代にそぐわないの

ではないか。下大和田と中野町の広域の合同説

明会を設置してもらえないか。 

美樹観光 浅川剛司社長から、事業に対する思いや事業の将来性についてお話がありました。 

自分も大和田地区で生まれて育ち、父母もいる。

大和田地区は自然が多く小さい頃遊んだが、不便で

発展せず人口も減っている。利益追求だけでやるの

ではなく、地域を活性化して貢献したい。物流の需

要は多いが、雇用を生み出す製造業も誘致したい。

その割合はまだ未定。 
ここはインフラが比較的整っていないので、開発

するのにインフラを整えなければならない。そのた

め莫大な費用が必要で、それを賄えるだけの企業誘

致をしないと難しい。余裕がある事業ではないため

自然を生かしつつおこなうのはなかなか難しい。 
社運を賭けた気持ちでやる。実際に地域活性化や

貢献できるかは約束できない。ちゃんとやるのかと

言われればそんなにできないかもしれないが、何か

できることをやりたい。事業収支としてはさほどよ

くないかもしれない。正直ギリギリなところ。難し

いハードルとかいっぱいある。むずかしいが、何と

かやっていきたい。自分の地元でもあるのですばら

しい産業用地にしていきたい。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

開発地域は市街化調整区域ですが、地区計画を定

めて開発許可を取得していく手法をとるとのこと。

それには市のマスタープラン策定が前提で、さらに

地区計画づくりには住民等の合意が必要です。開発

のハードルは相当高いように思われます。 

6 月 1 日、第 1 回千葉市環境影響評価審査会が開

催され傍聴してきました。委員からは説明会で市民

と同様の指摘がありました。方法書への意見書締め

切りは 6月 9 日で、市はこれをまとめて事業者に渡

し、第 2 回の審査会で意見書をもとに審議が行われ

るそうです。引き続き経緯を見守り、会としてもで

きることを模索していきたいと考えています。 

 

 

新浜の話６４ ～行徳内陸性湿地再整備事業～    
千葉県野鳥の会 市川市 蓮尾 純子

淡水の湿地がない、シルト中心の土質の問題、潮の

干満が少ない等々、当初からの課題をかかえた保護区

の環境について、思いきった改善を行おうということ

が具体化してきたのは 1993 年ごろだったか。トヨタ

財団の研究コンクールで実現した上池・下池（後のト

ヨタ池）がうまく機能したこと、そしてＰＮファンド

の助成で行った干潟の砂入れも、すぐにチゴガニが住

みつき、そこそこの方向が見えたことを受けて、こん

なふうにやったらどうか、というプランが動きはじめ

ました。 

会場の千葉市緑区誉田公民館の玄関前で(5 月 28 日) 



 大がかりな環境改変は、予算確保だけではなく、生きものへの影響について

もくわしい方々のお知恵が必要。そこで、専門の先生方をまじえた「行徳内陸

性湿地再整備検討協議会」が開かれることになりました。第１回目は 1994 年 3
月 1 日。この年のうちに 5 回の協議会が行われ、具体的な改善事業が提案、決

定されました。その後、年に 1～2 回の協議会が開催されて、その時々の現況

や問題点が話し合われ、2014 年３月の第 31 回まで続きました。 
 協議会委員は、千葉県や市川市の担当の方々はもちろん、行徳野鳥観察舎友

の会（現在は行徳自然ほごくらぶ）理事長の東良一さんをはじめ、東邦大学の

故秋山章男教授（当時の干潟研究第一人者）、日本鳥類保護連盟の柳澤紀夫さん

等錚々たる方々が。蓮尾純子も現場担当者としてメンバーに。それにしても、

そもそも生きもののための保護区という発想や、まして環境改善などに前例は

なく、大がかりな現場実験とも言うべきものです。 
 「行徳内陸性湿地」という名称は（シリーズの 17 回目に掲載）、かつて、行

徳地域問題審議会が開発促進の地元と自然保護運動との激しい対立に対して提

出した答申から来ています。 
● 新浜鴨場を含む約 83 ヘクタールを近郊緑地特別保全地区とし、内陸性湿地帯

を造成する。 
● 将来の埋立計画に鑑み、1000 ヘクタール程度の干潟を確保する。（三番瀬の

埋め立て回避の一助） 
 つまり、保護区はもともと蓮田や水田を含めた内陸性の湿地帯（おもに淡水）

として設定されたわけです。しかし、答申が出された当時の事情から考えると、

将来 1000 ヘクタールの干潟を確保することはとうてい実現不可能と思われて

いました。そのため、保護区の造成計画は淡水湿地ではなく、むしろ干潟が想

定され、中央部の陸地に淡水の池を作るというものになりました。さらに、周

辺の緩衝緑地や中央部の陸地を作るための土砂は保護区の中で調達されたこと

から、土砂採取で掘り下げられた深みが広い面積を占め、干潟とは程遠い状態

ができてしまいました。 
 再整備工事はⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期の３つのステップで行われることになりまし

た。Ⅰ期とⅡ期は連続して実施されましたが、Ⅲ期は結果を見てからというこ

とで、まだ実現の見通しはありません。 
 第Ⅰ期工事は 1995 年度で、1995 年 12 月 1 日開始、1996 年 2 月 28 日に検

査が行われ、工事終了。下北岬と上北岬の二カ所の岬（軟弱地盤のため大苦戦）

及び現在の百合池と三島池が造成され、観察舎前の導流堤（当時は天板にあた

るコンクリートがむき出し）に砂と砂利を入れてコアジサシの繁殖をめざす、

また池に揚水するためのパイプラインを設置する、というものでした。 
 第Ⅱ期工事は 1996 年度で、11 月に工事開始。まず工事用通路を設置し、み

なと池と上池の間の保護区中央部ほとんど全体に水質浄化と水鳥誘致用の棚田

を造成、深めに掘り下げた長靴池から出た砂を小島岬に運び、干潟に押し出す

という土木作業のほか、年明けから４カ所の観察壁を設置し、ポンプ揚水のた

めの電気工事が行われました。 
  
 

 

 

 

 

あなたも入会しませんか        キリトリセン 
住所〒                            
ふりがな

氏名                    Tel         

E-mail                  FAX        

 

【発送お手伝いのお願い】ニュースレター2023年 7月号（第３１１号）の発送を 7月 ７日（金）

１0時から千葉市民活動支援センター会議室（千葉市中央区中央２-５-１ 千葉中央ツインビル２号館９階)

にて おこなう予定です。ただし新型コロナ感染の拡大状況によっては中止する場合もありますので、お手

伝いいただける方は事務局 （小西 090-7941-7655）までご連絡ください。 

編集後記：６月４日の朝、下大和田で米づくりのまとめ役を

している平沼勝男さんから「田んぼのあちこちでたくさんの

ドショウが絡み合い、泥が巻き上がっているのを見た」との

連絡が入りました。ドショウの産卵だそうです。先日、初め

てここの田んぼに来た方から「生きものがあふれるようにい

る田んぼはすごく久しぶりに見ました」とのメールが届きま

した。谷津田はそんなところなのです。   mud-skipper♀ 

会費の郵便振替口座は 00130-3-369499 です。 
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下大和田・小山町谷津田だより －2023 年 ６月 No.256 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 280 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2023 年 ５月 ７日（日）雨 報告：田中正彦 

1 日中雨の予報でしたが、2000 年２月の第１回目の観察会から１度も中止し

たことのないこの観察会。雨の日は晴天とは違った生きものたちの姿が見られ

るのも興味深いものです。いつものメンバーに加えて、東京都の葛飾区郷土と

天文の博物館学芸員の小峰園子さんと川漁師ファンクラブの原裕介さんが参加

しました。最初に谷津田を散策。雨を待っていたかのようにシュレーゲルアオ

ガエルの大合唱。森ではクサイチゴが赤い実をつけ、皆で味わいました。ノイ

バラのが満開で甘い香りを放っていました。いつもはとげとげの印象が強く厄

介者扱いですが、白く可愛い花と香でノイバラの印象が変わりました      参加者 ９名（大人 ９名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 290 回 下大和田ＹＰＰ「田うえ」 2023 年 ５月 ６日 晴れ       報告：平沼勝男 
青空でしたが朝から終日強い風が吹く日でした。種まきをしたのが３月２５日、

雨の降る寒い日でした。悪天候にも関わらず、その日も大勢の人が集まり、苗床を

つくり、種を撒き、そしてビニールテントを張りました。それから 42 日間、立派

に育った苗をこの日集まった人たちで植えました。前中には手前の２枚の田んぼに

うるち米の山形はえぬきを植えました。昼食の後に恒例の谷津田運動会。この日は

気種目の『だんごコロコロ』。子ども達は工夫を凝らして泥だんごを作っていました。 
午後からは泥深い下の田んぼです。３種類の古代米（赤米、黒米、緑米）、そして農林１号を植えました。２時

30 分にはすべての田植えが終了。最後に谷津田カフェのおまけもありました。作業の後で味わう谷津田のコーヒー

の味は格別でした。     参加者５２名（大人３０名、大学生１名、高校生２名、中学生２名、小学生１６名、幼児１名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
千葉市子ども交流館 観察会「春の会」 2023 年 ５月１３日（土） くもり 報告：高橋久美子 
ときどき小雨がぱらつく日でした。交流館のスタッフの方々に連れられた９

人の子どもたちが、谷津田にやってきました。９人中４人は、いつもお米づく

りなどに参加している常連の皆様でした。挨拶や注意事項の確認後、谷津田を

歩きながら、オオスズメバチを捕まえるトラップにエサ（酒と酢と砂糖を混ぜ

た液）を入れる作業をしました。私たちにとって危険な昆虫です。水路でシマ

ドジョウやメダカをとったり、仕掛けてあるわなを引きあげてアメリカザリガ

ニやクサガメを捕まえたりしました。小さなカエルは手づかみです。 

その後、目の細かい網でプランクトン採集。100 倍の顕微鏡でアオミドロや

ケンミジンコ、ケイソウを観察できました。双眼実体顕微鏡ファーブルでは、20 倍で観察。100 倍との見え方

の違いも面白かったです。あっという間の１時間半でした。元気いっぱいの皆様は、持参したお弁当をむさぼ

りながら、スタッフの方に促されて帰路につきました。今日は、春夏秋冬４回のイベントの初回でした。また

次回も楽しく過ごしたいですね。              参加者１８名（大人８名、学生１名、小学生９名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
森と水辺の手入れ「ジャガイモの収穫・畦の整備と草刈り」2023 年５月２１日晴れ報告：平沼勝男  
この日はジャガイモ堀りをしました。今年からスタートした「谷津田畑

プロジェク」、略してＹＨＰ。初めて収穫の日を迎えました。ジャガイモの

品種はキタアカリ。思っていてたよりも多くの収穫量で、作業者一同笑顔

がこぼれました。思い起こせば１月 22 日の畑作りからの出発でした。草を

刈り、畑の場所を決め、皆で鍬を手に持ち開墾、畑にしました。その後し

ばらく寝かせて２月 19 日に種芋を植えました。その日から約３ケ月。立派

なおイモを収穫することができました。 
他の作業も同時進行でありました。アライグマの罠の近くに仕掛けた赤

外線カメラ。その周辺の草刈りをしました。それと田んぼの作業です。畔の補修と田の水を溜池式からかけ流

し式への変更。かけ流し式とはＵ字溝から常に水を取り入れて田に流す方法です。窒素分が少ないということ

でかけ流し式にしました。今年の山形はえぬきの収量が楽しみです。 参加者１３名（大人１１名、小学生２名） 

 



＜小山町での活動＞  

☆５月期の活動 田植えシーズン突入 報告：たんぽぽ 
今期最初の田植えはマイ田んぼにて、５月５日から開始されました。昨期は度重なるカモによる抜苗被害を受け

たため、網やキラキラテープを導入、地元の方の方法も参考にして水位を低めに調整するなど工夫を加えました。

一定の効果はありましたが、対策が及ばない場所の被害は続きます。工夫や、補植を続け、頑張って乗りきって行

こうと思います。 
☆令和４年度期 大椎小学校田んぼ田植え実施 2023 年５月９日（火） 報告：赤シャツ親父 
 前日までまとまった雨が降り実施が心配されましたが、当日は爽やかな好天となりました。昨期から５年生、６

年生合同実施が導入されましたが、今期も同様に２学年合同実施となりました。小山谷津には子どもたちの明るい

声と、ウグイスのさえずりがともに響き渡り、終始ほのぼのとした雰囲気でした。大勢のボランティアさんにも参

加頂き大変順調に終えることができました。 
☆第 215 回 小山町 YPP「コシヒカリの田植え」 2023 年５月 13 日(土)  報告：たんぽぽ 

やや肌寒い曇りでした。小山 YPP 活動による今期最初の田植えは４人のスタッフにより順調に 
進められました。今後は個人作業を並行して行き、着々と進める予定です。参加者４名(大人４名) 
【谷津田・季節のたより】 2023 年 ５月 

＜下大和田町＞  

5/21 ホトトギスの鳴き声谷津田に響く。5/30 アライグマ捕獲 雄成獣 6.8Kg。今期 2 頭目、通算 46 頭目。 

＜小 山 町＞  

5/ 5  立派なカメノコテントウムシに遇う。(たんぽぽ) 5/14 スイカズラの香りが谷津に漂う。セグロセキ

レイが若鳥に給餌。(高山) 5/19 ドクダミが一斉に開花(高山) 5/23 ホトトギスの初鳴き。ホタルブ

クロ開花。(高山) 5/26 オオヨシキリが飛来し、元気よくさえずる。(高山) 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

＜下大和田谷津田＞      

・第 291 回 下大和田ＹＰＰ「田の草取り①」（6月 3日分が延期になりました） 

日 時：2023 年 ６月１１日（日） ９時 45 分～１２時 雨天決行   

内 容： 田んぼや畦に生えている雑草を取り除きます。 
持ち物：動きやすい服装、長靴、お弁当、飲み物、敷物 
参加費：300 円（小学生以上）、ちば環境情報センター会員は無料 
・森と水辺の手入れ  
日 時：2023 年 ６月１８日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：自然観察路の整備や畦の補修作業などをします 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 292 回 下大和田ＹＰＰ「田の草取り②」 
日 時：2023 年 ６月２４日（土） ９時 45 分～１２時 雨天決行   

内 容： 本格的な２回目の草取り。７月になると稲の根が張り、田んぼに入れなくなります。 
持ち物：動きやすい服装、長靴、お弁当、飲み物、敷物 
参加費：300 円（小学生以上）、ちば環境情報センター会員は無料 

・第 282 回 観察会とゴミ拾い 「キノコをもっと知ろう－キノコの観察と分類－夏」 

日 時：2023 年 ７月 ２日（日） ９時 45 分～１５時 雨天決行 
内 容：専門家の先生をお迎えして、初心者にもわかりやすいように、キノコ観察の基本を学びます。 

講 師：吹春俊光さん（千葉県立中央博物館） ※10 月 1 日（日）に「キノコ観察会 秋」を実施予定 

持ち物：筆記用具、弁当、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
参加費：100 円 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 216 回 小山町 ＹＰＰ「古代米の田植え」 
古代米の田植えを行います。 

日 時 :2023 年 ６月１０日（土） 10 時 00 分～ ☆小雨実施。 

場 所 :りんどう広場 

※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、赤シャツ親父（e-mail;tomizo_i@nifty.com ）までご連絡ください。 
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